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荘

子

邦

雄

「労

働

:JfIJ 

法」

一
本
書
は
、
労
的
刑
、
法
(
労
的
関
係
と
の
関
連
の
も
と
に
発
生
し
た
犯

罪
に
対
す
る
刑
事
実
体
法
規
)
に
つ
い
て
体
系
的
な
叙
述
を
試
み
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
構
成
は
、
総
論
と
各
論
と
の
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
Q

総
論
は

第
一
章
労
的
刑
法
の
概
念
、
第
二
章
集
団
的
労
仇
関
係
に
対
す
る
刑
事
立
法

史
、
第
三
章
構
成
要
件
該
当
性
阻
却
と
違
法
性
阻
却
、
第
四
章
不
真
正
不
作

為
犯
と
同
盟
罷
業
、
第
五
章
争
議
行
為
に
お
け
る
正
当
性
の
原
理
、
第
六
章

争
議
行
為
と
違
、
法
の
認
識
、
第
七
章
争
議
行
為
に
お
け
る
責
任
の
帰
属
と
い

う
内
容
を
含
み
、
各
論
は
、
第
一
章
争
議
行
為
と
各
種
犯
罪
、
第
二
章
争
議

行
為
の
詩
型
態
と
犯
罪
の
成
否
、
第
三
章
争
議
行
為
制
限
・
禁
止
規
定
違
反

の
誇
型
態
と
い
う
内
容
に
分
か
れ
る
J
U

従
来
、
労
灼
刑
法
と
い
う
言
葉
は
さ
ま
ざ
ま
の
意
味
に
用
い
ら
れ
、
そ
う

し
た
特
殊
な
概
念
を
認
め
る
必
要
性
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
の
論
議
が
な
さ

れ
て
ぎ
て
い
る
、
か
(
例
え
ば
法
律
時
報
三

O
巻
九
号
一
三
一
一
良
以
下
「
労
働
刊 (

法
律
学
全
集
四
二
所
収
)

薮

重

夫

法
に
つ
い
て
L

所
収
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
照
)
、
著
者
は
、
労
幼
刑
法
の
概

念
を
広
狭
二
つ
の
意
味
に
理
解
し
て
お
り
、
個
別
的
労
仇
関
係
を
規
制
す
る

刑
罰
法
規
と
集
団
的
労
的
関
係
の
分
野
を
も
含
め
た
広
い
意
味
の
労
品
川
刑
法

と
を
区
別
し
て
い
る
(
一
頁
三
頁
)
。
す
な
わ
ち
、
個
別
的
労
的
関
係
に
お

い
て
は
、
労
伯
者
と
使
用
者
と
の
実
質
的
平
等
を
期
す
る
た
め
、
国
家
が
直

接
に
介
入
す
る
と
い
う
形
態
が
と
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
労
的
法
規
自
体
に

罰
則
規
定
を
か
か
げ
労
灼
法
規
範
の
貫
徹
を
試
み
る
意
味
に
お
い
て
、
特
別

刑
法
に
属
す
る
と
い
え
る
の
に
対
し
、
集
団
的
労
的
関
係
に
お
い
て
は
、
労

使
関
係
は
組
合
対
使
用
者
の
関
係
を
通
し
て
実
質
的
平
等
関
係
に
立
つ
も
の

と
予
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
労
仇
法
規
範
が
自
ら
強
行
法
的
基
準
を
か
か
げ

て
集
団
的
労
的
関
係
の
場
に
強
力
な
直
接
的
介
入
を
企
て
る
必
要
は
、
一
般

に
、
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
集
団
的
労
的
関
係
の
場
ゼ
発
生
す
る
犯
罪
に
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関
す
る
刑
事
的
規
制
は
、
原
則
と
し
て
、
刑
法
典
を
中
心
と
し
た
吋
般
的
な



刑
罰
法
規
に
委
ね
ら
れ
る
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
広
義
の
労
伯
刑
法
を
特
別

刑
法
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
、
と
さ
れ
て
い
る
寸
O

以
下
、
本
書
に
お
け
る

論
述
の
中
心
は
、
主
と
し
て
狭
義
θ
労
幼
刑
法
以
外
の
分
野
、
す
な
わ
ち
集

団
的
労
的
関
係
に
関
連
し
て
発
生
し
た
犯
罪
に
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
逐
次

そ
の
考
察
の
跡
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

上、

ま

ず広
芳義
f力の
刑場
法幼

雲型
そほ
の挫

も泊

Z型
必で白

霊史
カ!
問い
題と
とι い
なう
る理
が解
に
著立
脊っ
円以

「
刑
法
規
範
の
解
釈
に
対
す
る
労
旬
、
法
規
範
の
影
響
を
集
中
的
に
吟
味
す
る

こ
と
に
よ
り
、
刑
法
「
解
釈
」
の
特
殊
な
領
域
を
設
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

て
よ
い
」
と
す
る
(
九
頁
)
。
し
か
し
、
刑
法
一
般
の
原
理
を
修
正
・
変
更
す

る
と
い
う
形
に
お
い
て
労
伯
刑
法
の
概
念
を
定
立
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を

強
調
す
る
見
解
に
対
し
て
は
、
そ
れ
は
「
刑
法
解
釈
の
特
殊
な
二
端
で
あ
り

刑
法
解
釈
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
い
-
(
九
頁
て
市
民
刑
法
規
範
の
内
容
は

労
伯
法
規
範
に
よ
っ
て
修
正
を
こ
う
む
る
が
、
「
こ
の
修
正
は
、
あ
く
ま
で

も
、
市
民
刑
法
規
範
の
「
解
釈
」
を
場
と
し
て
展
開
さ
れ
る
」
も
の
で
あ
り
、

「
労
灼
法
規
範
の
解
釈
が
市
民
刑
法
規
範
を
「
超
え
て
」
そ
の
ま
ま
直
線
的

に
展
開
さ
れ
た
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
」
(
一
一
六
頁
)
と
し
て
お
り
、

労
灼
刑
法
の
中
心
を
「
刑
法
規
範
の
解
釈
に
対
す
る
労
仇
法
規
範
の
影
響
の

測
定
」
と
い
う
点
に
お
い
て
い
る
。

し
か
ら
ば
、
こ
の
修
正
な
い
し
影
響
は
ど
の
よ
う
な
面
に
お
い
て
な
さ
れ

る
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
構
成
要
件
該
当
性
阻
却
説
と

違
法
性
阻
却
説
の
対
立
が
存
す
る
。
と
こ
ろ
で
構
成
要
件
該
当
性
阻
却
説
φ

-228-

根
拠
と
な
っ
て
い
る
考
え
方
に
は
、
労
伯
法
規
範
の
特
異
性
を
強
調
す
る
も

の
(
争
議
行
為
に
対
す
る
判
断
は
市
民
法
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
労
仇
法
の

原
理
に
従
つ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
形
式
的
に
も
せ
よ
市
民
法
上
の
違

法
の
評
価
を
容
れ
う
る
余
地
は
な
い
、
正
当
性
の
問
題
を
違
法
阻
却
事
由
と

解
す
る
こ
と
は
、
争
議
行
為
が
労
的
法
上
原
則
的
に
適
法
な
行
為
で
あ
る
と

い
う
本
質
を
見
失
う
結
果
と
な
る
と
す
る
見
解
(
山
中
、
吾
妻
、
本
多
、
参

沼
、
宮
島
な
ど
)
)
と
、
社
会
的
相
当
行
為
の
理
論
を
援
用
す
る
も
の
(
今
日

の
社
会
通
念
で
は
、
経
済
的
要
求
貫
徹
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ス
ト
ラ

イ
キ
は
、
も
は
や
不
法
な
勢
威
で
は
な
く
、
経
済
取
引
に
関
し
て
の
合
法
的

な
社
会
的
・
経
済
的
勢
力
と
認
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
が
、
社
会
的
行

為
類
型
と
し
て
定
型
的
合
法
性
を
承
認
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
行
為
ま
ぜ
も
構

成
要
件
の
中
に
と
り
込
ん
で
お
く
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
正

当
な
医
療
行
為
と
し
て
の
手
術
や
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
場
合
の
よ
う
に
、
構
成

要
件
該
当
性
そ
の
も
の
を
否
認
す
る
こ
と
に
よ
り
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
て
よ
い
と
す
る
見
解
(
藤
木
「
労
働
刊
法
に
お
け
る
違
法
性
の
概
念
」

法
律
時
報
三

O
巻
九
号
)
)
の
二
つ
が
あ
る
が
、
著
者
は
こ
れ
を
次
の
よ
う

に
批
判
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
伺
法
規
範
の
特
異
性
を
強
調
す
る
見
解

に
対
し
て
は
、
争
議
行
為
に
つ
き
市
民
法
上
の
原
理
を
そ
の
ま
ま
直
ち
に
適



殉
ず
る
こ
と
は
↑
避
け
る
べ
一
品
目
、
で
あ
り
、
労
的
法
上
の
立
場
を
考
慮
す
る
必
要

の
あ
る
と
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
豆
刀
的
法
上
の
立
場
を
考
慮
す
る
こ
と
か

ら
「
市
民
刑
法
上
の
構
成
要
件
に
該
当
じ
な
い
と
い
う
結
論
が
直
ち
に
導
き

だ
さ
れ
る
こ
と
と
は
な
ら
な
い
。
市
民
刑
法
上
の
構
成
要
件
に
お
い
で
は
、

一
市
民
刑
法
規
範
の
上
に
立
ち
抽
象
的
・
一
般
的
な
違
法
の
型
を
定
立
し
て
い

ふ
る
の
で
あ
る
か
ら
‘
構
成
要
件
該
当
性
の
問
題
は
、
市
民
刑
法
規
範
の
予
定

す
る
違
法
の
型
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
労
佑
法
独
自

の
立
場
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
市
民
刑
法
規
範
と
労
的
法
規
範
と

は
次
元
を
異
に
す
る
と
考
え
る
以
上
、
市
民
刑
法
上
の
構
成
要
件
該
当
の
問

題
は
、
市
民
刑
法
規
範
の
r

よ
か
ら
判
断
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
次
元
の
異
な
る

と労
し f刀

社議
会範
中目か
当ら

ま説
理子
預る
庁 V

援包
用は

ZZ 
見モ
主主
対ラ
じ 」

て(
は二
、七
一寸 官三f

主t
r了八
為
頁を)

医
療
行
為
と
し
て
の
手
術
な
ど
と
同
列
に
論
じ
社
会
的
相
当
性
を
賦
与
さ
せ

る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
的
相
当
性
は
定
型
的
違
法
行
為
と
関
連

し
で
論
じ
ら
れ
、
市
民
刑
法
規
範
と
し
て
の
構
成
要
件
的
行
為
に
対
す
る
評

法

価
の
機
能
を
発
揮
す
べ
き
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
た
、
も
の
で
あ
る
。
医
療
行

為
と
し
て
の
手
術
が
社
会
的
相
当
行
為
と
さ
れ
る
の
は
、
市
民
法
秩
序
の
完

人刑

会
な
枠
内
に
お
い
て
の
行
動
で
あ
る
た
め
市
民
法
秩
序
に
よ
り
許
容
さ
れ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
市
民
法
秩
序
主
異
一
質
的
な
秩
序
の
角
度
か
ら
市
民
法
規

範
と
し
て
の
構
成
要
件
的
行
為
の
社
会
相
当
性
を
論
ず
る
こ
と
は
、
医
療
行

働労

為
に
対
す
る
場
合
と
性
格
を
一
に
す
る
も
の
で
は
な
い
」
(
三
五
頁
)
、
「
社
会

的
に
相
当
な
行
為
と
は
、
「
定
型
的
な
」
違
法
行
為
に
該
当
す
る
行
為
で
も
、

そ
の
行
為
が
社
会
倫
理
的
秩
序
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
る
と
尽
に
は
、
特
殊
一
な

法
的
許
容
命
題
を
倹
つ
こ
と
な
く
正
当
性
を
獲
得
す
る
行
為
を
指
す
。
構
成

要
件
該
当
性
そ
の
も
の
を
阻
却
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
慣
習
法
的
な
正
当
化

事
由
を
通
し
構
成
要
件
の
違
法
性
徴
表
機
能
が
勿
か
な
い
と
い
う
に
止
ま

る
」
(
三
六
頁

i
一
二
七
頁
)
と
し
て
い
る
Q

こ
の
よ
う
に
し
て
著
者
は
、
ー
「
労

的
法
規
範
の
介
入
は
、
市
民
刑
法
規
範
の
上
か
ら
構
成
要
件
該
当
の
判
断
を

受
け
た
後
に
お
い
て
で
あ
り
、
特
に
違
法
性
判
断
に
お
い
て
で
あ
る
。
:
:
:

違
法
性
判
断
の
段
階
に
お
い
て
始
め
て
、
市
民
刑
法
規
範
と
労
伐
法
規
範
と

の
交
渉
が
展
開
さ
れ
、
労
的
法
規
範
が
市
民
刑
法
規
範
の
解
釈
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
よ
り
、
争
議
行
為
の
正
当
性
を
獲
得
す
る
可
能
性
を
持
つ
と
い

え
る
」
(
二
八
頁
)
と
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
次
に
、
市
民
法
体
系
と
労
的
法
体
系
の
接
合
と
し
て
の
機
能
を

発
揮
す
る
重
要
な
場
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
違
法
性
判
断
の
領
域
に
つ
い
て
、

考
察
が
加
え
ら
れ
る
。
だ
が
そ
の
具
体
的
な
違
法
性
論
を
展
開
す
る
に
当
っ

て
、
「
正
当
性
判
断
の
基
準
」
と
「
労
灼
法
上
の
違
法
と
刑
法
上
の
違
法
と
の

関
係
」
に
つ
き
予
め
検
討
し
℃
お
く
必
要
が
あ
る
Q

ま
ず
、
正
当
性
判
断
の

究
極
の
基
準
と
し
て
、
一
般
に
、
「
社
会
通
念
」
、
「
法
律
制
度
の
精
神
」
、
「
社

会
相
当
性
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
基
準
は
寸
市
民
法

-12129-
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評

で秩
あ序
るに
かお
らけ
、る

手違

i言
準 J

を噴

雪量
に百

雪量
だと
すし
、とて4

きも
は用
、し、

市ら
民れ
法る
的」

意も
識の

書

だ
け
に
よ
り
違
法
性
の
判
断
を
加
え
る
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
さ
な

い
片
し
た
が
っ
て
、
「
右
に
述
べ
た
基
準
に
照
し
て
違
法
性
の
判
断
を
下
す

に
当
つ
て
は
、
争
議
行
為
等
の
団
体
行
動
が
市
民
法
体
系
に
対
し
て
持
つ
特

異
性
に
留
意
し
、
市
民
法
体
系
と
労
幼
法
体
系
と
の
綜
合
と
し
て
の
法
秩
序

「
全
般
」
か
ら
の
評
価
判
断
で
あ
る
こ
と
を
特
に
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
」

が
、
し
か
し
た
だ
単
に
意
識
だ
け
に
委
ね
る
こ
と
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
「
社

会
通
念
等
の
基
準
を
争
議
行
為
等
の
特
異
性
に
即
応
す
る
形
に
改
変
す
る
こ

と
が
、
更
に
進
ん
だ
積
極
的
な
態
度
と
し
て
要
請
さ
れ
る
」
(
四
二
頁
)

Q

次

に
、
労
幼
法
上
の
違
法
と
刑
法
上
の
違
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
争
議
行
為
な

ど
の
団
体
行
動
が
労
幼
法
上
の
特
殊
・
具
体
的
な
規
範
に
違
反
す
る
こ
と
に

よ
り
労
仇
法
規
範
の
範
囲
内
に
お
い
て
違
法
と
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
、

こ
の
よ
う
な
「
部
分
的
違
法
:
:
:
は
刑
法
上
の
違
法
に
直
結
し
な
い
」
、
こ
れ

に
対
し
「
労
佑
法
秩
序
に
よ
り
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
仇

法
上
違
法
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
労
仇
法
上
の
違
法
が
刑
法
上
の
違
法
に
移

行
す
る
可
能
性
は
強
い
」
と
い
え
る
が
、
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
「
労
幼
法

上
の
違
法
が
そ
の
ま
ま
刑
法
上
の
違
法
に
転
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
、
「
労

的
法
上
の
良
俗
違
反
と
刑
法
上
の
違
法
と
の
聞
に
は
質
的
差
異
が
認
め
ら
れ

る
」
の
で
あ
り
、
「
労
悼
法
上
の
違
法
が
刑
法
上
一
の
違
法
に
直
結
す
る
場
合

は
、
労
的
法
秩
序
に
お
け
る
由
民
俗
違
反
が
刑
法
上
の
高
度
の
良
俗
違
反
の
程

度
に
到
達
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
」
(
凹
三
一
一
員
)

Q

以
下
、
こ
の
よ
ラ
な
基
本

的
理
解
に
立
脚
し
て
、
「
争
議
行
為
の
正
当
性
の
限
界
」
が
「
目
的
に
よ
る
限

界
」
と
「
手
段
に
よ
る
限
界
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
「
目
的
に
よ
る
限
界
」
の
と
こ
ろ
で
は
、
政
治
ス
ト
(
集
団
的
就
労
放

'
棄
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
経
済
生
活
の
擾
乱
を
圧
力
と
す
る
こ
と
に
よ
り
国

家
権
力
機
関
の
行
為
に
強
制
を
加
え
、
よ
っ
て
専
ら
国
家
権
力
機
関
の
み
が

実
現
可
能
の
主
題
に
つ
き
一
定
の
措
置
を
求
め
る
政
治
斗
争
手
段
)
、
労
伺

基
本
擦
の
維
持
・
防
衛
を
目
的
と
す
る
争
議
行
為
(
特
定
労
仇
者
の
解
雇
叉

は
解
一
雇
撤
回
要
求
を
目
的
と
す
る
争
議
行
為
、
使
用
者
側
の
不
当
労
的
行
為
・

労
的
協
約
違
反
に
対
抗
す
る
白
的
で
な
さ
れ
る
争
議
行
為
、
労
的
基
本
権
の

維
持
・
防
衛
を
主
目
的
と
し
て
な
さ
れ
る
経
営
参
加
・
経
営
干
渉
・
企
業
整

備
阻
止
の
た
め
の
争
議
行
為
な
ど
て
専
ら
使
用
者
な
い
し
第
三
者
一
へ
の
加

宝
口
の
み
を
主
目
的
と
す
る
争
議
行
為
(
破
滅
・
荒
廃
ス
卜
な
ど
)
の
正
当
性

が
吟
味
さ
れ
る
(
四
六
頁
五
七
頁
)

Q

こ
れ
ら
の
う
ち
、
加
害
の
み
を
目
的

と
す
る
争
議
行
為
は
、
労
使
の
実
質
的
平
等
を
期
す
る
労
幼
法
の
精
神
か
ら

逸
脱
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
目
的
の
面
に
お
い
て
既
に
刑
法
主
違

法
と
評
価
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
が
、
労
的
基
本
権
の
維
持
・
防
衛
を
目
的

と
す
る
争
議
行
為
は
、
間
接
的
に
労
仇
者
の
経
済
生
活
の
維
持
・
向
上
に
向

け
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
適
法
な
目
的
に
立
つ
と
い
え
る
。
問
題
志
の
-
は
政
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治
ヌ
ト
の
正
当
性
で
あ
る
が
、
「
政
治
的
目
的
が
経
済
的
目
的
と
親
和
性
を

持
つ
と
し
て
も
」
、
「
立
法
・
行
政
・
司
法
と
い
う
国
家
権
力
機
関
の
意
思
に

対
し
同
盟
罷
業
と
い
う
圧
力
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
強
要
す
る
仕
方
」
は
、

「
憲
法
の
保
障
す
る
三
権
分
立
と
い
う
根
本
的
秩
序
と
背
反
す
る
か
ら
」
、
政

治
ス
ト
は
原
則
と
し
て
違
法
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
Q

し
か
し
、
一

時
的
な
集
団
的
就
労
放
棄
に
よ
っ
て
国
家
権
力
機
関
の
意
思
に
対
し
圧
迫
を

加
え
る
に
辻
ま
る
政
治
的
示
威
(
抗
議
)
ス
ト
は
、
「
そ
の
程
度
が
「
明
ら
か

に
」
三
権
分
立
剤
を
停
廃
さ
せ
る
ほ
ど
強
力
の
も
の
:
:
:
と
は
い
え
な
い
」

か
ら
、
た
と
え
勺
刑
法
上
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原

則
的
に
は
違
法
と
考
え
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
」
(
五
一
一
良
五
ご
一
良
)
と
さ

ム
れ
る
。
次
に
、
「
手
段
に
よ
る
限
界
」
の
と
こ
ろ
で
は
、
団
体
交
渉
を
経
な
い

妻
帯
為
、
労
灼
協
約
や
組
合
規
約
化
違
反
す
る
争
議
行
為
、
争
議
行
為
と

基
本
的
人
権
の
関
係
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
〈
五
七
頁
七

O
頁
)
。
ま
ず
、
団

体
交
渉
を
経
な
い
争
議
行
為
に
つ
い
て
、
一
団
棒
-
交
渉
そ
の
他
の
平
和
手
段
を

無
視
し
て
争
議
行
為
に
入
る
こ
と
は
、
労
灼
法
上
の
信
義
則
に
反
し
、
一
般

的
に
は
労
め
法
上
違
法
と
い
え
よ
う
が
、
し
か
し
単
に
手
続
上
の
要
請
に
反

し
た
戸
と
ー
い
う
こ
と
だ
け
で
最
後
手
段
と
し
て
の
性
格
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で

な
く
ー
ま
た
場
的
法
上
違
法
と
判
断
さ
れ
た

ιし
て
も
直
ち
に
刑
法
上
の
違

法
晶
子
認
め
う
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
、
労
使
双
方
の
態
度
、
争
議
に
至
っ
た

事
資
法
的
救
済
に
よ
り
解
決
マ
き
る
余
絡
の
有
無
な
ど
一
切
の
事
情
を
掛

酌
し
て
、
最
後
手
段
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
刑
法
上
高
皮
の
良
俗

違
反
と
な
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
Q

ま
た
、
労
的
協
約
違
反

(
平
和
義
務
・
平
和
条
項
違
反
)
の
争
議
行
為
に
つ
い
て
は
、
労
的
協
約
が

そ
れ
自
体
労
使
関
係
を
規
整
す
る
法
規
範
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
ゐ
φ
で
あ

る
と
し
て
も
、
「
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
「
労
仇
」
法
規
範
と
し
て
の
性
格
を

持
つ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
労
仇
法
上
の
違
法
と
刑
法
上
の
違
法
主

の
非
直
結
性
を
認
め
る
以
上
、
:
:
:
直
ち
に
刑
事
上
の
免
責
を
受
け
得
な
い

と
解
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
」
(
五
九
頁
)
。
更
に
、
組
合
規
約
違
反
の
争

議
行
為
(
組
合
自
体
の
規
約
違
反
に
よ
る
争
議
、
山
猫
争
議
な
ど
)
は
、
組

A
口
内
部
に
お
い
て
規
律
違
反
の
問
題
を
生
ず
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
?
対

使
用
者
な
い
し
第
三
者
と
の
関
係
に
お
い
て
刑
法
上
違
法
と
な
る
も
の
で
は

な
い
Q

最
後
に
、
争
議
権
と
茎
本
的
人
権
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
争
議
行

為
は
、
使
用
者
の
意
思
を
圧
迫
し
そ
の
業
務
を
阻
害
す
る
行
為
で
あ
る
か
ら

そ
れ
が
「
財
産
権
そ
の
他
の
市
民
法
上
の
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
可
能
性

は
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
」
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
「
労
使
の
実
質
的
平
等
を

期
す
る
労
仇
法
理
念
が
市
民
法
に
対
し
修
正
機
能
を
及
ぼ
し
得
る
範
囲
内
に

お
い
て
、
争
議
行
為
が
市
民
法
上
の
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
ζ

と
は
許
容

さ
れ
て
い
る
」
。
そ
こ
で
、
争
議
行
為
に
よ
っ
て
市
民
法
上
の
基
本
的
人
権
を

侵
害
し
う
る
許
容
の
限
度
を
具
体
的
に
確
定
す
る
必
要
が
存
在
す
る
。
占
手
d

こ
れ
を
争
議
権
と
財
産
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
こ
で
は
主
と
し
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で
『
生
産
管
理
の
合
法
性
山
が
問
題
と
な
る
?
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
正
当

な
争
善
行
為
の
型
を
労
幼
力
の
コ
ン
ト
ロ

i
ル
の
発
一
現
と
し
て
考
え
ら
れ
る

範
囲
丙
に
限
局
す
る
考
土
方
に
立
ち
、
生
産
管
理
は
、
生
産
手
段
の
支
配
へ

と
ま生
む
』

と
に
よ
り
私

書
有
権
の
d患
想、
を
否
定
す
る
契
機
を
含
む
カミ

ら

そ
の
核
心
に
お
い
て
刑
法
上
違
法
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
見
解

m嘗
妻
)
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
争
議
権
の
範
囲
を
不
必
要

に
固
定
化
し
、
刑
法
上
の
違
法
性
の
判
断
争
必
要
以
上
に
厳
格
化
す
る
可
能

性
に
通
ず
る
Q

「
た
だ
単
に
労
的
カ
の
コ
シ
ト
ロ
ー
ル
の
範
囲
を
逸
脱
し
て

生
産
手
段
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
ま
で
進
ん
だ
と
い
う
一
事
を
以
っ
て
し
て
、

:
・
:
直
ち
に
、
争
議
権
と
財
産
権
と
の
調
和
が
奈
さ
れ
刑
法
上
の
違
法
の
段

階
犯
到
達
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
い
の
で
あ
っ
て
、
「
労
仇
カ
の
範
箇

を
超
え
:
:
・
・
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
労
使
の
実
質
的
半
等
を
期
す
る
労
勿
法

理
念
が
市
民
刑
法
上
の
構
成
要
件
該
当
行
為
に
対
し
正
当
化
機
能
を
及
ぼ
し

得
る
苛
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
」
(
六
四
頁
)
。
ま
た
最
高
裁
は
、
経
営
権
に

一
対
す
る
漫
警
と
い
う
契
機
か
ら
、
生
産
管
理
が
塾
伺
財
産
の
根
幹
を
ゆ
る
が

す
争
議
手
段
で
あ
る
と
認
め
、
そ
れ
を
理
由
に
刑
法
上
違
法
と
し
て
い
る
が

「
経
鐙
濯
を
侵
害
し
た
と
い
う
一
事
に
よ
り
、
私
有
財
産
の
根
幹
を
一
合
定
し

刑
法
よ
違
法
と
な
る
と
道
ち
に
認
め
る
乙
と
は
で
き
な
い
」
。
「
こ
叩
よ
う
な

判
断
は
、
具
体
的
事
情
を
綜
合
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ー
ば
な
ら
な
い
」
が
、
刑

法
上
違
法
と
さ
れ
る
に
は
、
「
た
だ
単
に
根
幹
に
一
触
れ
る
と
い
う
程
度
に
止

ま
ら
ず
、
刑
法
上
の
非
難
に
値
い
す
る
高
度
の
良
俗
違
反
が
認
め
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
(
六
五
真
)
。
綜
じ
て
、
「
刑
法
上
の
違
法
の
段
階
に
到
達
す

る
た
め
に
は
、
使
用
者
な
い
し
第
三
者
に
対
し
経
済
的
損
害
を
与
た
た
こ
と

が
争
議
権
と
財
産
権
と
の
均
衡
を
著
し
く
逸
脱
し
て
全
て
堪
え
難
い
程
度
に

高
度
の
良
俗
違
反
を
一
亦
す
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、

ζ

の
経

済
的
損
害
が
市
民
刑
法
上
の
構
成
要
件
該
当
行
為
に
つ
き
刑
法
上
の
違
法
性

を
確
定
す
る
契
機
と
し
て
灼
ら
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
〈
六
五
一
員

l
六
六

頁
)
。
次
に
、
争
議
権
と
財
産
権
以
外
の
基
本
的
人
権
と
の
関
係
に
お
い
て

は
、
「
暴
力
の
行
使
の
限
界
」
が
と
く
に
問
題
と
な
る
が
、
労
組
法
一
条
ニ
項

但
書
に
い
う
「
暴
力
の
行
使
」
と
は
「
不
当
な
力
の
行
使
」
を
い
う
の
で
あ

っ
て
、
「
不
当
な
力
の
行
使
の
み
が
刑
法
三
十
五
条
の
適
用
を
排
除
さ
れ
る
同

こ
の
よ
う
に
「
「
力
の
行
使
」
を
不
当
な
力
即
ち
暴
力
の
行
使
と
正
当
な
カ

の
行
使
と
に
分
つ
以
上
、
「
暴
力
」
の
概
念
を
狭
め
て
解
釈
す
る
必
要
は
な

い
L
。
「
問
題
は
、
刑
法
上
の
構
成
要
件
に
該
当
し
た
行
為
の
適
法
性
な
の
で

あ
っ
て
、
「
暴
力
の
行
使
」
に
あ
た
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
直
接
の
対
象

な
の
で
は
な
い
」
。
し
た
が
っ
て
、
「
「
暴
力
」
の
概
念
を
殊
更
に
局
限
す
る
こ

と
に
よ
り
ニ
項
但
書
の
範
囲
を
狭
め
よ
う
と
す
る
努
力
を
傾
け
る
こ
と
は
必

ず
し
も
意
味
あ
る
こ
と
と
は
言
え
な
い
」
。
す
な
わ
ち
、
「
「
カ
の
行
使
L

な
い

し
「
実
力
の
行
使
」
が
如
何
な
る
場
合
に
不
法
な
も
の
と
さ
れ
刑
法
三
十
五

条
の
適
用
を
排
除
さ
れ
る
か
と
い
う
限
界
」
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
換
言
す
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れ
ば
、
「
二
項
但
警
に
お
け
る
「
暴
力
の
行
使
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
と
い

う
ζ

と
に
よ
り
刑
法
上
の
違
法
性
を
論
議
す
る
の
で
は
な
し
に
、
問
題
の
対

象
た
る
寸
力
の
行
使
』

:
:
4
が
如
何
な
る
場
合
に
市
民
刑
法
規
範
の
構
成
要

件
該
当
行
為
の
違
法
伎
を
賦
与
さ
れ
る
か
と
ゾ
い
う
角
度
か
ら
論
議
す
べ
き
で

あ
る
」
(
六
八
頁
)
。
と
こ
ろ
で
、
「
カ
の
行
使
:
:
:
が
刑
法
上
の
違
法
性
を
帯

び
る
た
め
に
は
、
当
該
行
為
が
労
的
法
規
範
の
正
当
化
機
能
を
考
慮
し
て
も

尚
且
つ
高
度
の
良
俗
違
反
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
匂
に
も
拘
ら
ず
、
判

例
は
、
暴
行
罪
又
は
脅
迫
罪
に
該
る
行
為
は
刑
法
三
十
五
条
の
適
用
を
う
け

ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
‘
「
暴
行
界
の
構
成
要
件
該
当

行
為
は
と
り
も
直
さ
ず
違
法
で
あ
る
と
す
る
態
度
は
、
労
的
法
規
範
の
正
当

化
機
能
を
余
り
に
も
狭
際
化
す
る
傾
き
が
強
い
」
。
「
一
冗
来
、
争
議
行
為
は
、

市
民
刑
法
規
範
の
構
成
要
件
に
該
当
し
た
と
し
て
も
直
ち
に
刑
法
上
の
違
法

性
を
認
め
る
の
で
は
な
し
に
‘
労
伺
法
規
範
の
正
当
化
機
能
を
常
に
考
慮
し

得
る
余
地
を
残
し
て
い
る
9

た
だ
単
に
「
暴
行
」
を
加
え
た
と
い
う
事
実
だ

法

け
に
着
眼
し
、
こ
の
事
実
に
引
き
ず
ら
守
れ
る
乙
と
に
よ
っ
て
労
句
法
規
範
一
の

正
当
化
機
能
を
不
当
に
狭
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
(
六
九
頁
)
。
以
上
の

よ
う
に
著
者
は
争
蕃
'
行
為
の
正
当
性
の
限
界
を
ト
考
察
し
た
後
に
、
要
す
る
に

「
争
議
行
為
の
正
当
性
に
対
す
る
判
断
は
、
労
目
的
法
規
範
の
正
当
化
機
能
を

鴬
虐
し
た
う
え
で
な
さ
れ
る
べ
ぎ
」
で
あ
り
、
「
た
だ
単
に
市
民
刑
法
規
範
だ

j
 

羽山汀働労

け
の
評
価
に
委
ね
」
た
り
、
「
市
民
刑
法
規
範
の
構
成
要
件
該
当
行
為
と
刑
法

上
の
違
法
性
と
を
単
純
に
直
結
す
べ
き
で
は
な
い
」
、
そ
し
て
労
幼
法
規
範

の
正
当
化
機
能
を
具
体
的
に
適
用
す
る
に
当
つ
て
は
、
「
労
使
対
抗
の
場
の
兵

体
的
・
現
実
的
様
相
に
対
す
る
全
般
的
洞
察
を
必
須
と
す
る
」
と
い
う
(
七

。
頁

i
七
一
頁
)
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
争
議
行
為
の
場
に
対
す
る
理
解
は
、

期
待
可
能
性
に
つ
き
論
議
す
る
場
合
に
も
、
ま
た
正
当
防
衛
・
緊
急
避
難
の

存
否
を
吟
味
す
る
場
合
に
も
、
同
様
に
必
要
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
期
待
可
能
性
の
問
題
、
正
当
防
衛
・
緊
急
避
難
と
疋
当
行
為

と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
更
に
考
察
が
進
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
期
待
可
能
性

は
、
違
法
の
認
識
可
能
性
と
並
ん
で
責
任
非
難
の
限
界
を
定
め
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
存
在
理
由
は
、
「
一
般
的
に
は
、
違
法
行
為
の
評
価
判
断
が
原
則
と

し
て
純
粋
に
行
為
そ
れ
じ
た
い
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
為
の
際
に
お

け
る
具
体
的
状
況
下
に
お
い
て
行
為
者
に
当
該
行
為
以
外
の
適
法
行
為
の
決

意
に
で
る
可
能
性
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
更
に
検
討
す
る
乙

ると
。に

しよ
かっ
して
、責

2 任
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、
労
的
法
規
範
の
正
当
化
機
能
を
常
に
考
慮
す
る
と
い
う
特
殊
な
要
請
の
も
と

に
労
使
対
抗
の
具
体
的
・
現
実
的
な
場
に
対
す
る
検
討
を
尽
す
こ
と
が
本
則

で
あ
る
」
か
ら
、
「
違
法
性
判
断
に
際
し
行
為
の
具
体
的
事
情
に
対
す
る
評
価
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を
加
え
た
後
に
お
い
て
尚
且
つ
行
為
の
具
体
的
事
情
と
行
為
者
の
適
法
行
為

決
意
可
能
性
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
期
待
可
能
性
の
存
否
を
問
う
理
由
は
、



寸
一
般
の
場
合
併
任
比
し
い
大
き
い
と
は
い
え
な
い
」
。
し
た
が
っ
て
、
「
労
灼

事
件
の
特
殊
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
期
待
不
可
能
性
の
幅
を
一
般
の
場

合
に
比
し
拡
大
し
よ
う
と
す
る
態
度
は
必
ず
し
も
妥
当
で
な
い
」
。
「
労
仇
事

件
の
特
殊
性
を
唱
え
る
な
ら
ば
、
刑
法
三
十
豆
条
に
対
す
る
判
断
に
際
し
、

労
灼
法
規
範
の
正
当
化
機
能
を
十
全
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
労
使
対
抗
の
具
体

的
・
現
実
的
な
場
に
対
す
る
洞
察
を
強
く
要
請
す
る
こ
と
が
筋
道
で
あ
る
」

(
七
二
頁
七
五
頁
)
。
と
こ
ろ
で
、
争
議
行
為
の
正
当
性
を
吟
味
す
る
に
際

b
、
ζ

の
よ
う
に
労
使
の
対
立
拾
抗
の
具
体
的
・
現
実
的
な
場
に
対
す
る
洞

察
が
必
要
と
さ
れ
る
以
上
、
正
当
行
為
と
正
当
防
衛
・
緊
急
避
難
と
は
、
労

使
の
対
立
拾
抗
と
い
う
共
通
の
場
を
契
機
と
し
て
相
通
ず
る
可
能
性
を
生
じ

る
Q

も
っ
と
も
正
当
防
衛
や
緊
急
避
難
に
お
い
て
は
、
「
急
迫
」
な
い
し
「
現

在
」
と
い
う
緊
急
状
態
が
必
須
の
要
件
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
し
、
正
当

防
衛
に
お
い
て
は
更
に
「
不
正
の
侵
宝
巴
と
い
う
要
件
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
し
か
し
、
「
争
議
行
為
は
、
最
後
の
手
段
と
し
て
や
む
に
や
ま
れ
ね
状
況

の
も
と
に
展
開
さ
れ
る
の
が
本
則
」
で
あ
り
、
「
争
議
行
為
に
お
け
る
労
使
の

対
立
拾
抗
の
場
は
切
迫
し
た
緊
張
関
係
の
も
と
に
把
握
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
か
ら
、
『
叶
急
迫
」
性
・
「
現
在
」
性
に
通
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
し
た
が
っ
て
、
「
刑
法
三
+
立
条
の
適
用
に
際
じ
、
.

:
・
正
当
防
衛
・
緊
急
避
難
の
次
元
で
も
同
時
に
論
じ
得
る
可
能
性
が
生
じ
」

る
が
、

ζ

の
よ
う
な
場
合
詑
正
当
行
為
主
正
当
防
衛
・
緊
急
避
難
の
い
ず
れ

主さ

を
適
用
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
一
般
的
に
は
、
「
警
蕃
を

適
用
す
る
の
が
筋
道
で
あ
ろ
う
-
」
が
、
「
争
議
行
為
の
場
合
に
は
、
刑
選
手
十
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主
条
の
次
元
で
当
初
か
ら
最
後
的
手
段
と
い
う
緊
急
性
を
予
定
し
て
い
る
」

の
で
あ
る
か
ら
、
「
争
議
行
為
に
関
す
る
限
り
、
緊
急
状
態
に
つ
き
刑
法
三
十

五
条
を
適
用
す
る
こ
と
は
不
当
で
は
な
い
」
。
す
な
わ
ち
、
「
市
民
法
上
予
想

さ
れ
て
い
る
正
当
行
為
と
正
当
防
衛
・
緊
急
避
難
と
の
一
般
・
特
別
関
係
は

労
的
事
件
の
特
殊
性
に
即
応
し
修
正
を
受
け
る
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
(
七

六
頁
七
七
頁
)
。
し
か
ら
ば
、
正
当
防
衛
・
緊
急
避
難
と
期
待
可
能
性
と
の

関
係
は
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
争
議
行
為
に
関
す
る
正
当
防
衛
・
緊
急
避
薙

の
要
件
と
正
当
行
為
の
要
件
と
の
差
異
は
、
労
使
の
対
立
緊
張
関
係
の
量
的

差
異
に
止
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
正
当
行
為
と
期
待
可
能
性

と
の
関
係
に
つ
い
て
論
及
し
た
こ
と
が
同
様
に
妥
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
正

当
防
衛
・
緊
急
避
難
の
存
否
を
め
ぐ
り
労
使
の
対
立
緊
張
の
具
体
的
・
現
実

的
な
場
に
対
す
る
洞
察
を
加
え
た
後
に
、
労
仇
事
件
の
特
殊
性
を
強
調
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
一
般
の
場
合
に
比
し
」
期
待
可
能
性
の
幅
を
拡
大
す
る
態

度
は
首
肯
で
き
な
い
」
(
七
九
頁
l
八

O
頁
)

Q

次
に
、
争
議
行
為
と
違
法
の
認
識
の
問
題
が
検
討
さ
れ
る
。
期
待
可
能
性

が
争
議
行
為
に
お
け
る
責
任
阻
却
事
由
と
し
て
多
く
を
期
待
し
え
な
い
結

果
、
責
任
阻
却
の
も
う
一
つ
の
事
由
と
し
て
、
違
法
の
認
識
可
能
性
が
重
要

な
役
割
を
賦
与
さ
れ
る
と
と
に
な
る
(
な
お
、
違
法
の
認
識
の
一
可
能
性
を
め



ぐ
っ
て
刑
法
上
故
意
説
と
責
任
説
と
が
対
立
し
て
い
る
が
、
著
者
は
、
故
意

は
構
成
要
件
の
主
観
的
違
法
要
素
で
あ
り
、
構
成
要
件
該
当
性
の
問
題
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
違
法
の
認
識
可
能
性
を

故
意
の
要
件
と
し
て
論
ず
る
故
意
説
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
そ
れ

は
i
「
1

故
意
の
構
成
要
件
に
該
当
し
た
違
法
な
行
為
に
つ
き
、
故
意
の
要
件
と

し
て
で
は
な
く
純
然
た
る
責
任
の
存
否
判
断
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ι
と
し
て
い
る
)
。
し
か
し
、
「
労
使
対
抗
の
具
体
的
・
現
実

的
な
場
に
対
す
る
配
慮
は
、
違
法
佐
検
討
の
段
階
セ
尽
さ
れ
て
い
る
と
い
え

る
」
か
ら
、
「
労
句
法
規
範
の
修
正
機
能
を
適
し
て
も
違
法
と
判
断
さ
れ
た
行

為
に
対
し
違
法
の
認
識
の
不
可
能
を
理
由
と
し
て
責
任
を
阻
却
さ
せ
る
た
め

に
は
、
行
為
者
に
対
し
て
正
当
性
の
限
界
に
対
す
る
認
識
を
期
待
で
き
な
い

と
い
う
特
殊
な
事
情
が
附
加
さ
れ
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
」
。
「
争
議
行
為
に

参
加
し
た
者
は
如
何
な
る
場
合
で
も
構
成
要
件
に
該
当
す
る
違
法
な
行
為
に

対
し
免
罪
符
を
与
え
ら
れ
る
特
権
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
。
却
っ
て
、
市
民

法
上
の
基
本
的
人
権
と
衝
突
す
る
こ
と
が
当
初
か
ら
予
期
さ
れ
て
い
る
に
も

拘
ら
ず
Q

争
議
権
が
賦
与
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
を
通
し
て
、
争
議
権
と

市
民
法
上
の
基
本
的
人
権
と
の
調
和
に
関
す
る
限
界
に
つ
き
慎
重
に
検
討
す

刑
る
義
務
が
附
加
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
」
@
「
労
灼
事
件
の
特
殊
性
を

勧
考
慮
し
て
も
尚
且
ミ
客
観
的
に
昆
て
」
違
法
と
判
断
さ
れ
た

Z
は
、
労

討
伐
法
規
範
の
修
正
機
能
を
適
し
て
も
刑
罰
を
以
て
非
難
す
る
に
値
い
す
る
著

し
く
高
度
の
良
俗
違
反
が
存
在
す
る
と
判
断
さ
れ
た
行
為
で
あ
る
。
従
う
て

一
般
的
に
は
、
労
仇
事
件
の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
当
該
-
行
為
は

著
し
く
高
度
の
良
俗
違
反
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
行
為
者
に
対
し
期
待
す
r

る

こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
意
味
で
は
、
違
法
行
為
と
違
法
ゐ
認
識

の
可
能
性
と
は
直
結
す
る
可
能
性
を
持
つ
(
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
言
え
る
た
め
に
は
、
違
法
判
断
の
段
階
で
労
使
対
抗
の
具
体
的
な
場
に
対

す
る
洞
察
が
加
え
ら
れ
、
労
仇
法
規
範
に
よ
る
修
正
機
能
が
十
全
に
発
揮
さ

れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
:
:
:
)
。
勿
論
、
正
当
性
の
限
界
に
対
す
る
認
識

κ
。

き
更
に
特
殊
の
事
由
が
加
わ
っ
た
た
め
意
思
決
定
規
範
の
期
待
す
る
よ
う
な

適
法
行
為
の
決
意
に
で
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
ま
で
、
責

任
非
難
を
科
す
る
こ
と
は
許
き
れ
な
い
。
然
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
極
め

て
例
外
的
な
場
合
で
あ
る
と
い
え
よ
う
」
(
八
ご
頁
八
三
頁
三

最
後
に
、
争
議
行
為
に
お
け
る
責
任
の
帰
属
に
つ
き
考
察
が
加
え
ら
れ

る
Q

本
書
で
は
主
と
し
て
、
全
体
と
し
て
違
法
な
争
議
行
為
に
お
け
る
責
任

の
帰
属
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
(
勿
論
争
議
行
為
が
全
体
と
し
て
適
法
と
評

価
さ
れ
る
場
合
で
も
、
労
使
対
抗
の
尖
鋭
化
し
た
場
に
お
い
て
組
合
構
成
員

の
部
分
的
な
違
法
行
為
が
突
発
し
な
い
と
は
限
ら
な
い
が
、
こ
の
場
合
は
‘

全
体
と
し
て
の
争
議
行
為
に
親
し
ま
な
い
独
立
の
個
人
活
動
が
存
す
る
色
、
い

え
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
者
に
の
み
責
任
を
帰
属
さ
せ
れ
ば
足
り

-~35-

る
)
。
と
こ
ろ
で
、
全
体
と
し
て
違
法
な
争
議
行
為
に
は
、
「
構
成
員
全
一
体
が



違
法
な
争
議
行
為
の
一
因
子
と
し
で
機
能
す
る
場
合
」
と
ユ
部
構
成
員
の

違
法
な
行
為
の
皮
射
と
し
て
争
議
行
為
が
全
体
と
し
て
違
法
性
の
熔
印
を
お

さ
れ
る
場
合
」
と
が
あ
る
。
以
下
、
著
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て

詳
細
な
考
察
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
大
要
を
類
別
し
て
紹
介

す
る
。
科
構
成
員
会
体
が
違
法
な
争
議
行
為
の
一
因
芋
と
し
て
機
能
し
た
場

合
削
組
合
一
め
責
任
労
佑
組
合
が
法
人
と
し
て
意
思
活
動
を
行
な
い
う
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
法
人
処
罰
規
定
の
存
在
し
な
い
以
上
、
あ
く
ま

で
も
自
然
人
処
罰
の
原
則
を
貫
く
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
市
民
刑
法
に
お
け

る
刑
事
責
任
原
則
の
例
外
と
考
え
ら
れ
る
法
人
処
罰
を
労
佑
組
合
に
及
ぼ
す

こ
&
は
、
強
く
阻
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
意
思
決
定
規
範
の
角

度
か
ら
労
幼
組
合
に
対
し
意
思
形
成
の
責
任
を
科
す
る
こ
と
は
、
現
実
的
に

可
能
で
は
な
い
(
八
八
頁
三
同
組
合
機
関
の
責
任
争
議
行
為
が
全
体
と

♂
し
て
違
法
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
組
合
の
意
思
を
体
現
し
て
現

実
に
執
行
す
る
地
位
に
あ
る
執
行
部
会
体
に
対
し
、
刑
事
責
任
を
科
す
る
可

能
性
が
ぜ
て
く
る
が
、
責
任
は
あ
く
ま
で
違
法
行
為
と
の
関
連
の
も
と
に
論

ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
た
だ
単
に
幹
部
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
形

式
的
責
任
を
賦
与
す
る
こ
と
は
極
め
て
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
場
合

は
、
組
合
幹
部
に
対
し
形
式
的
・
反
射
的
な
違
法
行
為
責
任
を
科
す
べ
き
で

は
な
く
、
刑
法
上
の
一
般
原
則
に
則
っ
て
、
金
体
と
し
て
違
法
な
争
議
行
為

と
組
合
執
行
機
関
と
の
実
質
的
関
連
を
問
う
こ
と
に
よ
り
、
実
行
行
為
者

教
唆
者
・
轄
助
者
と
し
て
の
責
任
の
存
否
を
確
め
る
べ
き
で
あ
る
(
八
八
頁

八
九
頁
)
。

同
一
般
組
合
員
の
責
任

刷
会
体
と
し
て
違
法
な
争
議
行
為

に
対
し
全
く
集
団
の
一
因
子
と
し
て
機
能
し
た
に
す
ぎ
な
い
場
合

ま
ず
、

執
行
部
が
違
法
な
指
令
を
企
画
し
た
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
集

団
が
違
法
判
断
に
重
要
な
契
機
を
形
成
す
る
限
り
、
集
団
の
一
因
子
と
い
え

ど
も
違
法
判
断
に
対
し
一
個
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
集
団
の
一
因
子
と
し
て
の
機
能
し
か
も
た
な
い
者
は
.
集
団
形
成
の

一
因
子
と
し
て
評
価
さ
れ
る
に
止
ま
り
、
集
団
形
成
に
よ
っ
て
生
じ
る
違
法

行
為
に
対
し
本
質
的
に
重
大
な
役
割
を
果
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
か
ら
、

一
般
組
合
員
は
実
行
行
為
者
と
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
も
っ
と

も
、
脅
助
行
為
者
に
該
当
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
団
結
権
・
争
議
機
の
保

障
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
こ
れ
を
全
体
と
し
て
違
法
な
争
議
行
為
の
一
環
と

し
て
処
罰
す
る
こ
と
は
極
め
て
問
題
で
あ
り
、
ま
た
処
罰
す
べ
き
で
あ
る
主

い
う
結
論
が
で
た
と
し
て
も
、
労
的
法
規
範
は
起
訴
便
宜
主
義
に
対
し
強
可

機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
を
起
訴
す
る
こ
と
は
妥
当
と
い
え
な

い
(
九
三
頁
|
九
四
頁
〉
。
こ
れ
に
対
し
、
一
般
組
合
員
が
違
法
な
決
議
を

し
、
執
行
部
が
こ
の
決
議
内
容
を
そ
の
ま
ま
実
施
し
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に

は
、
組
合
員
は
、
違
法
な
指
令
に
従
っ
て
行
動
し
た
の
で
は
な
く
、
既
に
違

法
な
指
令
形
成
に
役
割
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
意
味
に
お

い
て
共
謀
な
い
し
共
同
実
行
の
意
思
が
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
f

こ
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の
場
合
一
に
お
い
て
も
、
一
般
組
合
員
は
、
全
体
と
し
て
違
法
な
争
議
行
為
に

つ
い
て
集
団
の
一
因
子
、
ょ
し
て
機
能
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
実
行
行
為
者
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
く
‘
ま
た
、
結
助
行
為
者
と
し
て

の
可
能
性
を
も
つ
が
、
違
法
な
指
令
に
従
っ
て
行
動
し
た
一
般
組
合
員
と
同

様
、
そ
の
罪
費
、
を
問
う
べ
き
で
は
な
も
い
と
考
え
る
(
九
四
頁
|
九
五
頁
)
。

刷
個
々
の
一
般
組
合
員
が
積
極
的
行
動
に
で
る
こ
と
に
よ
り
全
体
と
し
て
違

法
な
争
議
行
為
の
形
成
に
重
要
な
役
割
を
占
め
た
場
合

こ
の
場
合
に
は
、

集
団
と

L
て
の
一
因
子
と
い
う
要
素
に
更
に
積
極
的
な
要
素
が
加
わ
る
が
、

し
か
し
、
積
極
的
要
素
が
加
わ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
直
ち
に
こ
れ
を
実
行

行
為
者
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
積
極
的
要
素
を
検
討

す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
構
成
要
件
該
当
行
為
と
し
て
独
立
に
評
価
し
う
る

場
合
に
は
、
実
行
行
為
者
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
集
団
と
し
て
の
力
を
発

揮
す
る
た
め
に
指
揮
・
指
導
を
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
指
揮
・
指
導
が
違
法

な
争
議
行
為
形
成
に
つ
い
て
本
質
的
に
重
要
な
機
能
を
発
揮
し
た
場
合
に
の

み
、
換
言
す
れ
ば
、
当
該
指
揮
・
指
導
が
存
在
し
な
け
れ
ば
全
体
と
し
て
違

法

法
な
争
議
行
為
は
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、
実
行

行
為
者
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
罪
責
を
問
う
た
め
に
、
違
法

な
指
令
を
発
し
た
執
行
部
の
実
行
行
為
者
と
し
て
の
責
任
に
加
え
て
更
に
問

題
に
す
べ
ま
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
、
労
灼
法
規
範
の
修
正
機
能
を
考
慮

刑働労

し
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
更
に
、
実
行
行
為
者
と
し
て
の
罪
責
が
問
わ
れ

こな
のい
場場
合合
にに
もは

罪封

ZE 
問 14
う何
者
必レ

霊尋
，え

る
起ハ、

空手
一 円ミ

~ '~' 
T王う
:去か
.へが
労間
的題
法と
規な
範る
の、が

修
正
機
能
を
考
慮
し
て
慎
重
に
定
め
る
べ
き
で
あ
る
(
九
五
頁
1
九
六
頁
三

同
一
部
構
成
員
の
違
法
行
為
の
反
射
と
し
て
全
体
と
し
て
違
法
な
争
議
行
為

と
さ
れ
た
場
合

こ
の
場
合
違
法
行
為
を
な
し
た
個
人
が
違
法
行
為
の
限
度

に
お
い
て
責
任
を
負
う
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
ま
た
積
極
的
に
違
法
行
為
を

実
行
し
な
か
っ
た
他
の
一
般
組
合
員
に
ま
で
違
法
性
が
波
及
す
る
わ
け
で
な

い
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。
問
題
な
の
は
執
行
幹
部
の
責
任
で
あ
る
が
、
組
合

の
意
思
と
し
て
適
法
な
指
令
を
発
し
た
以
上
、
組
合
の
機
関
た
る
執
行
部
は

争
議
行
為
を
適
法
に
遂
行
す
る
よ
う
指
導
監
督
す
る
責
務
を
も
つ
か
ら
、
執

行
部
の
作
為
義
務
違
反
が
問
題
と
な
る
Q

し
か
し
、
未
然
に
防
止
す
る
ζ

と

が
全
く
不
可
能
な
場
合
に
ま
で
適
法
な
争
議
行
為
の
遂
行
に
つ
い
て
責
任
を

求
め
る
こ
と
は
妥
当
で
な
く
、
し
た
が
っ
て
予
見
し
え
な
い
突
発
的
な
違
法

行
為
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
作
為
義
務
違
反
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

れ
に
反
し
、
明
ら
か
に
違
法
行
為
の
発
生
を
予
見
し
う
る
状
況
で
あ
っ
た
に

も
拘
ら
ず
、
違
法
な
結
果
発
生
に
対
し
防
止
の
努
力
を
傾
け
な
か
O
た
場
合

に
は
、
作
為
義
務
違
反
の
可
能
性
が
生
じ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
作
為
義
務

違
反
に
つ
い
て
は
、
別
に
個
人
と
し
て
違
法
行
為
を
な
し
た
者
の
責
任
が
問
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わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
上
更
に
刑
法
上
の
責
任
を
問
う
、
必
要
が
あ
る

か
、
起
訴
の
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
を
、
労
仇
法
規
範
に
よ
る
市
民
刑
法
規



範
適
用
の
控
制
機
能
を
考
慮
し
た
よ
で
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
(
九
八

頁
l

一0
0頁
三

以
上
を
も
っ
て
「
総
論
」
の
紹
介
を
終
る
(
こ
の
ほ
か
、
第
二
章
集
団
的

労
幼
関
係
に
対
す
る
刑
事
立
法
史
の
部
分
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
な
ど
各
国
に
つ
い
て
、
団
結
権
・
争
議
権
が
労
的
運
動

に
よ
る
闘
争
を
経
て
次
第
に
そ
の
内
容
を
確
立
し
て
き
た
過
程
が
、
集
団
的

労
的
関
係
に
対
す
る
刑
事
的
規
制
の
変
遷
と
い
う
角
度
か
ら
詳
細
に
考
察
さ

れ
て
い
る
し
(
一
一
一
良
1

二
四
頁
)
、
ま
た
第
四
章
不
真
正
不
作
為
犯
と
同
盟

罷
業
の
部
分
で
は
、
就
労
拒
否
と
い
う
不
作
為
と
同
時
に
団
体
行
動
と
し
て

の
性
格
を
具
え
る
同
盟
罷
業
に
つ
き
、
こ
れ
を
不
真
正
不
作
為
犯
の
成
否
と

い
う
側
面
か
ら
の
み
論
ず
る
こ
と
は
疑
闘
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て

い
る
が
(
三
八
頁
i
四
O
頁
)
、
全
体
の
体
系
的
理
論
構
成
と
は
直
接
に
関
係

が
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
の
で
、
省
略
し
た
)
。
「
各
論
」
に
お
い
て
は
、
総

論
で
の
べ
ら
れ
た
一
般
的
原
則
の
具
体
的
適
用
が
中
心
の
課
題
と
な
る
Q

総

論
に
お
い
て
最
も
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
争
議
行
為
の
正
当
性
の
存
否
で
あ

り
、
労
幼
法
規
範
に
よ
る
修
正
機
能
が
争
議
行
為
の
正
当
性
の
存
否
に
対
し

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
が
考
察
の
中
心
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
、
具
体

的
ア
個
別
的
な
各
種
の
争
議
行
為
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
が
、
各
論
の
部

分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
争
議
行
為
と
各
種
犯
罪
」
の
章
で
は
、
争
議
行
為

と
威
力
業
務
妨
害
罪
、
暴
行
罪
、
脅
迫
罪
.
器
物
致
棄
罪
、
暴
力
行
為
等
処

" 

罰
ニ
関
ス
山
川
法
律
一
条
一
項
、
強
要
罪
・
恐
喝
罪
、
住
居
侵
入
罪
、
逮
蒲
・

監
禁
罪
、
公
務
執
行
妨
害
罪
・
職
務
強
要
罪
と
の
関
係
が
具
体
的
に
鷲
黍
さ

れ
(
一

O
ご
頁

l
一
一
一
一
一
頁
)
、
更
に
「
争
議
行
為
の
諸
型
態
と
犯
罪
の
成

否
」
の
部
分
で
は
、
団
体
交
渉
、
ピ
ケ
ッ
テ
イ
ン
グ
、
工
場
占
拠
、
怠
業
、

-B98-

生
産
管
理
、
納
金
ス
ト
、
争
議
行
為
に
附
随
し
て
展
開
さ
れ
る
そ
の
他
の
誇

行
為
(
{
旦
伝
活
動
、
吊
し
上
げ
、
ス
パ
イ
摘
発
行
為
、
争
議
に
対
す
る
応
援

行
為
、
ハ
ン
ス
ト
、
煙
突
戦
術
)
な
ど
に
つ
い
て
正
当
性
の
存
否
が
吟
味
さ

れ
(
二
三
一
一
頁
l

一五
O
頁
)
、
最
後
に
「
争
議
行
為
制
限
・
禁
止
規
定
違
反

の
誇
型
態
」
の
と
こ
ろ
で
は
、
国
家
公
務
員
法
・
地
方
公
務
員
法
に
よ
る
争

議
行
為
等
禁
止
の
処
罰
規
定
及
び
公
共
企
業
体
等
労
仇
関
係
法
・
地
方
公
営

企
業
労
仇
関
係
法
に
よ
る
争
議
禁
止
規
定
の
憲
法
上
ま
た
は
刑
法
上
の
非
妥

当
性
、
労
的
関
係
調
整
法
に
お
け
る
制
限
・
禁
止
規
定
(
保
安
ス
ト
、
抜
打

ス
卜
、
緊
急
調
整
違
反
ス
ト
)
や
ス
ト
規
制
法
に
よ
る
禁
止
規
定
(
電
源
ス

ト
・
停
電
ス
ト
、
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
保
安
ス
ト
・
荒
廃
ス
ト
な
ど
て
一
史
に

船
員
法
に
よ
る
争
議
行
為
の
制
限
な
ど
、
争
議
行
為
の
手
段
・
方
法
に
関
す

る
制
限
・
禁
止
規
定
と
刑
法
上
の
違
法
と
の
関
係
、
公
労
法
・
地
公
労
法
違

反
と
他
の
罰
則
規
定
(
電
波
法
一

C
五
条
、
鉄
道
営
業
法
二
五
条
、
使
郵
法

七
九
条
一
項
、
公
衆
電
気
通
信
法
一
一

O
条
一
項
な
ど
)
と
の
関
係
、
公
労

法
・
地
公
労
法
違
反
と
公
務
執
行
妨
害
罪
の
成
否
、
鉄
道
営
業
法
=
一
八
条
と

威
力
業
務
妨
害
罪
と
の
関
係
、
遵
法
闘
争
の
問
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る
土



一， J 

五
一
頁
|
一
六
五
頁
)
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
詳
細
且
つ
丹
念
に
展

開
し
て
い
る
。
だ
が
、
紙
数
の
関
係
か
ら
、
こ
こ
に
そ
の
全
容
を
紹
介
す
る

こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
ま
た
仮
り
に
、
そ
れ
を
省
略
し
て
、
個
々
の
具
体

的
問
題
に
関
す
る
著
者
の
結
論
だ
け
を
こ
こ
で
要
約
し
て
み
て
も
、
そ
れ
は

実
益
が
な
い
ば
か
り
か
、
却
っ
て
本
書
の
論
述
そ
の
も
の
を
ゆ
が
め
る
結
果

に
な
る
の
を
恐
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
の
紹
介
は
す
べ

て
割
愛
し
、
問
題
を
総
論
の
一
部
に
し
ぼ
っ
て
、
若
干
の
批
評
を
付
け
加
え

る
こ
と
と
し
た
い
。

従
来
に
お
い
て
も
、
労
幼
刑
法
に
関
す
る
著
作
は
二
三
存
在
す
る
が

そ
れ
は
文
字
通
り
の
概
説
書
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
問
題
の
深
い
掘
り
下
げ

が
充
分
に
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
個
々
の
問
題
に

関
す
る
深
い
研
究
は
、
幾
多
の
論
文
や
著
作
で
な
さ
れ
て
き
て
い
る
Q

し
か

し
、
そ
れ
ら
を
体
系
的
に
ま
と
め
て
展
開
し
た
業
績
は
、
殆
ど
皆
無
で
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
。
本
書
で
は
、
労
幼
刑
法
に
つ
い
て
の
重
要
な
問
題
点
が
殆

ど
完
全
に
近
い
形
で
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
判
例
や
学
説
の
詳
細
な
検
討
と
相

法

倹
っ
て
、
著
者
自
身
の
綴
密
な
考
察
が
、
約
一
六

O
頁
余
り
に
わ
た
っ
て
極

め
て
圧
縮
さ
れ
た
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
本
書
は
、

本
格
的
な
体
系
書
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
も
っ
た
優
れ
た
力
作
で
あ

る
と
い
た
よ
う
。

本
書
で
も
っ
と
も
注
目
、
さ
れ
る
の
は
、
著
者
が
構
成
要
件
該
当
性
阻
却
説

殊
に
社
会
的
相
当
行
為
の
理
論
を
労
的
刑
法
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
藤
木
助

教
授
の
所
論
を
批
判
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
こ

の
点
に
関
す
る
著
者
の
批
判
は
二
点
じ
要
約
さ
れ
る
Q

そ
の
第
一
点
は
、
社

会
的
相
当
行
為
と
は
「
市
民
法
秩
字
の
完
全
な
枠
内
に
お
い
て
の
行
動
で
あ

る
た
め
市
民
刑
法
秩
序
に
よ
り
許
容
さ
れ
る
」
も
の
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、

「
市
民
法
秩
序
と
異
質
的
な
秩
序
の
角
度
か
ら
:
:
社
会
相
当
性
を
論
ず
る

こ
と
は
:
:
妥
当
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
第
二
点
は
、
行

為
の
社
会
的
相
当
性
は
「
構
成
要
件
該
当
性
そ
の
も
の
を
阻
却
す
る
わ
け
で

は
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
「
慣
習
法
的
な
正
当
化
事
由
を
通
し
構
成
要

件
の
違
法
性
徴
表
機
能
が
仇
か
な
い
と
い
う
に
止
ま
る
」
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
著
者
の
こ
の
見
解
に
は
若
干
問
題
が
存
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
行
為
の
社
会
的
相
当
性
が
構
成
要
件
該
当
性
そ
の
も
の
を
阻

却
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
違
法
阻
却
事
由
た
る
に
止
ま
る
も
の
で

あ
る
か
と
い
う
刑
法
学
上
の
論
議
は
暫
く
措
く
と
し
て
も
、
一
一
般
的
に
そ
の

正
当
性
が
承
認
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
争
議
行
為
(
例
え
ば
経
済
的
要
求

貫
徹
の
た
め
の
典
型
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
)
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
い
う
「
構

成
要
件
の
違
法
性
徴
表
機
能
が
幼
か
な
い
」
-
場
合
と
し
て
、
そ
の
構
成
要

件
該
当
性
を
特
に
問
題
と
す
る
、
必
要
は
な
い
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
著
者
は
、
「
同
盟
罷
業
は
例
外
的
な
自
力
救
済
権
・
フ
ヱ

i
デ
権
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
社
会
的
に
相
当
な
・
一
般
的
に
承
認
さ

~239~ 



れ
て
い
る
手
段
で
は
な
く
、
自
由
主
義
原
理

κよ
り
支
持
さ
れ
て
い
る
労
的

体
制
の
下
に
お
い
て
、
禁
止
さ
れ
な
い
集
団
的
労
的
生
活
秩
序
の
擾
乱
と
し

てr
存
在
し
で
い
る
に
止
ま
る
」
と
す
る
ニ

l
ゼ
の
所
論
を
引
用
さ
れ
て
い
る

が
(
三
六
頁
註
v
、
争
議
権
の
保
障
が
財
産
権
の
保
障
と
並
ん
で
承
認
さ
れ
る

に
い
た
っ
て
い
る
今
日
の
憲
法
的
秩
序
の
下
で
は
、
市
民
法
秩
序
そ
れ
自
体

も
、
労
的
基
本
権
の
保
障
と
い
う
価
格
体
系
を
自
ら
の
う
ち
に
浸
透
せ
し
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
変
容
を
と
げ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

市
民
法
秩
序
と
労
伯
法
秩
序
と
を
相
互
に
異
質
的
な
も
の
と
し
て
対
立
併
存

さ
せ
る
こ
と
は
考
え
方
と
し
て
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
く
、
そ
れ
故
に
ま
た

争
議
行
為
が
単
に
自
救
行
為
的
性
格
の
も
の
と
し
て
市
民
法
秩
序
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
み
』
み
る
こ
と
も
妥
当
と
は
い
え
な
い
。
著
者
の
こ
の
部
分
に
関
す

る
見
解
に
対
し
て
は
、
最
近
藤
木
助
教
授
ち
同
様
の
反
論
を
試
み
ら
れ
て
い

る
が
(
司
社
会
的
相
当
行
為
」
理
論
の
労
佑
刑
法
べ
の
適
用
に
つ
い
て
」
箸

察
研
究
三
一
巻
一
号
ご
五
頁
以
下
て
こ
の
点
に
関
す
る
限
り
、
藤
木
助
教
授

の
批
判
を
正
当
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

e

だ
が
、
争
議
行
為
と
し
て
一
般
に
そ
の
正
当
性
を
承
認
さ
れ
る
に
い
た
っ

て
?
い
い
る
も
の
(
殊
に
経
済
的
要
求
貫
徹
の
手
段
と
じ
て
用
い
ら
れ
る
ス
ト
ラ

イ
キ
〉
惚
つ
い
て
社
会
的
相
当
行
為
の
理
論
を
援
用
す
る
こ
と
は
、
直
ち
に

争
議
行
為
の
正
当
性
の
存
否
を
一
般
的
に
構
成
要
件
該
当
性
阻
却
の
問
題
と

γ

z

し
て
処
理
す
る
ζ

と
を
意
味
す
る
も
の
九
と
は
い
え
た
い
。
藤
木
助
教
授
も
、

先
に
紹
介
し
た
「
労
幼
刑
法
に
お
け
る
違
法
性
の
概
念
」
(
法
律
時
報
三
。
巻

九
号
)
と
い
う
論
文
で
は
、
「
社
会
的
類
型
と
し
て
そ
の
合
法
性
が
、
必
ず
し

も
明
確
に
承
認
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
行
為
に
つ
い
て
は
論
外
で
あ
る

が
:
:
:
」
と
こ
と
わ
ら
れ
た
上
で
、
経
済
闘
争
と
し
て
の
典
型
的
な
ス
ト
ラ

イ
キ
や
、
そ
れ
に
附
随
し
て
な
さ
れ
る
行
為
で
常
態
を
逸
脱
し
な
い
ど
認
め

ら
れ
る
程
度
の
も
の
(
団
体
交
渉
の
際
多
少
乱
暴
な
言
辞
を
用
い
る
と
か
、

ピ
ケ
ラ
イ
ン
を
め
ぐ
っ
て
多
少
の
押
し
合
い
が
行
な
わ
れ
る
と
・
か
い
っ
た
稜

度
の
行
為
を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
)
に
つ
き
、
矯
成
要
件
該
当
性
の
阻
却

を
問
題
と
し
て
お
ら
れ
る
し
、
ま
た
、
「
労
的
争
議
行
為
と
違
法
性
」
(
総
合

判
例
研
究
叢
書
、
刑
法
制
)
で
は
、
社
会
的
相
当
行
為
と
し
て
構
成
要
件
該

当
性
が
阻
却
さ
れ
る
の
は
「
行
為
の
正
当
性
に
つ
い
て
一
般
的
・
類
型
的
に

明
白
で
疑
い
な
い
場
合
に
限
ら
れ
、
通
常
の
場
合
は
や
は
り
個
々
の
事
例
に

つ
い
て
違
法
性
の
阻
却
を
論
じ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
」
(
九
一
頁
)
と
さ
れ
、

主
と
し
て
違
法
性
阻
却
の
面
か
ら
考
察
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も

な
く
、
労
幼
刑
法
に
お
い
て
も
っ
と
も
問
題
な
の
は
、
「
社
会
的
類
型
と
し
て

そ
の
合
法
性
が
必
ず
し
も
明
確
に
承
認
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
行
為
」
、

そ
の
正
当
性
が
ユ
般
的
・
類
型
的
に
明
白
で
」
は
な
い
争
議
行
為
の
正
当

性
の
存
否
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
や
涼
り
違
法

性
阻
却
の
角
度
か
ら
問
題
の
検
討
が
行
な
わ
れ
る
の
だ
と
す
れ
ば
‘
何
人
も

そ
の
正
当
性
を
疑
わ
な
い
行
為
に
つ
い
て
の
み
特
に
構
成
要
件
該
当
怯
甑
謝

~1J40 ー



を
論
ず
る
こ
と
は
、
そ
の
理
論
的
な
説
明
の
妥
当
性
と
い
う
点
は
別
と
し
て

実
際
上
そ
れ
程
意
味
の
あ
る
こ
と
と
は
思
わ
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
最
近
の
論

文
(
前
掲
「
社
会
的
相
当
行
為
理
論
の
労
佑
刑
法
へ
の
適
用
に
つ
い
て
」
)
に

F

・
よ
れ
ば
、
藤
木
助
教
授
は
、
常
規
を
逸
脱
し
た
(
し
た
が
っ
て
犯
罪
構
成
要

件
該
当
性
あ
り
と
認
め
ち
れ
る
程
度
の
違
法
憶
を
具
有
す
る
)
行
為
を
正
当

化
ず
る
特
殊
の
事
由
(
正
当
防
衛
、
緊
急
避
難
)
は
違
法
性
阻
却
の
段
階
で

桜
酌
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
も
、
'
こ
の
よ
う
な
特
別
の
事
由
が
問
題
と

な
・
る
場
合
は
別
と
し
て
、
争
議
行
為
の
正
当
性
判
断
の
問
題
は
、
一
般
に
、

構
成
要
件
該
当
性
の
段
階
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、
そ
こ
で
は
「
当
該
行
為
が

労
佑
争
議
と
い
う
一
定
の
社
会
生
活
関
係
に
お
い
て
健
全
な
社
会
通
念
に
照

し
て
労
佑
争
議
の
常
態
に
お
い
て
そ
の
常
規
を
逸
脱
す
る
も
の
か
ど
う
か
を

判
断
」
守
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
円
四
一
頁
て
こ
の
よ
う
に
、
構
成

要
件
の
段
階
で
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
は
、
争
議
行
為
の
正
当
性
を
違
法
阻

却
事
由
の
面
で
専
ら
問
題
と
す
る
立
場
が
相
反
す
る
こ
つ
の
極
端
に
分
裂
す

る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
「
不
当
に
労
伯
争
議
を
犯
罪
視
す
る

法

危
険
性
を
免
れ
う
る
と
同
時
に
、
労
伯
法
原
理
の
正
当
化
機
能
の
濫
用
を
抑

制
す
る
適
切
な
機
能
を
果
し
う
る
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
「
法
的
安
定
性

.智

A'白'
再
川

の
維
持
の
た
め
に
好
ま
し
い
」
と
さ
れ
て
い
る
(
四
ご
頁
四
四
頁
)
。
だ
が

こ
の
昆
解
に
は
少
な
く
と
も
こ
つ
の
点
で
疑
問
を
感
ず
る
。
そ
の
一
つ
は
、

構
成
要
件
該
当
性
の
段
階
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
社
会
的
相
当
性
の
基

準
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
藤
木
助
教
授
が
従
来f
主
張

さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
何
人
も
疑
わ
な
い
程
そ
の
正
当
性
が
一
般
的
・
類
型

的
に
明
白
で
あ
る
争
議
行
為
に
つ
い
て
の
み
構
成
要
件
該
当
性
が
阻
却
さ
れ

る
も
の
と
す
れ
ば
、
「
社
会
的
類
型
と
し
て
そ
の
合
法
性
が
必
ず
し
も
明
確

に
承
認
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
行
為
」
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
t

こ
と
で

あ
る
。
も
し
そ
れ
が
未
だ
社
会
相
当
性
あ
り
と
は
い
え
な
い
と
い
う
判
断
の

下
に
、
構
成
要
件
該
当
の
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
、
違
法
性
判
断
の
段
階
で
は

そ
れ
に
つ
い
て
正
当
防
衛
・
緊
急
避
難
と
い
っ
た
特
別
の
違
法
阻
却
事
自
の

有
無
の
み
が
吟
味
さ
れ
る
に
止
ま
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
争
議
行
為
の
合
法
性

の
幅
は
か
な
り
狭
ば
め
ら
れ
る
結
果
と
な
る
で
あ
ろ
う
(
も
っ
と
も
、
藤
木

助
教
授
は
「
違
法
阻
却
事
由
(
正
当
防
衛
・
緊
急
避
難
)
と
し
て
正
当
化
さ

れ
る
だ
け
の
要
件
を
具
備
せ
ず
、
し
か
も
通
常
の
争
議
行
為
に
お
い
て
常
規

を
逸
脱
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
実
力
行
動
を
違
法
性
阻
却
を
根
拠

に
免
責
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
か
か
る
場
合
は
、
責
任
の
面
で
情
状
を

酌
量
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
妥
当
性
を
充
分
に
図
り
得
る
も
の
と
思

わ
れ
る
」
と
さ
れ
る
(
四
士
一
頁
)
。
し
か
し
、
争
議
行
為
を
一
応
違
法
と
し
な

が
ら
、
期
待
不
可
能
性
の
よ
う
な
責
任
阻
却
事
由
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
り

こ
れ
を
例
外
的
な
特
殊
現
象
と
し
て
救
済
し
よ
う
と
す
る
態
度
に
は
、
に
わ

'hザahw 

か
に
賛
成
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
点
は
著
者
自
身
も
強
調
し
て
い
る

よ
う
に
、
行
為
の
具
体
的
事
憎
と
い
う
共
通
の
契
機
を
足
が
か
り
と
し
て
期



害

待
可
能
性
の
問
題
と
正
当
性
の
問
題
と
は
共
通
の
基
盤
に
立
ち
う
る
の
で
あ

る
か
ら
、
労
使
対
抗
の
具
体
的
・
現
実
的
な
場
に
対
す
る
洞
察
を
加
え
る
こ

と
に
よ
り
、
違
法
性
判
断
の
段
階
に
お
い
て
問
題
を
処
理
す
る
の
が
妥
当
と

い
え
る
)
。
次
に
、
藤
木
助
教
授
は
、
社
会
的
相
当
行
為
(
ヴ
ェ
ル
ツ
工
ル
に

よ
れ
ば
「
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
社
会
倫
理
的
な
共
同
社
会
秩
序
の
完

全
な
枠
内
に
お
い
て
行
動
し
、
そ
こ
で
、
社
会
倫
理
的
秩
序
に
よ
り
許
容
さ

れ
る
行
為
」
)
の
概
念
を
「
要
す
る
に
健
全
な
社
会
通
念
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ

ばる
、行

藤為
木を
助い
教う
授も
はの、L

行と

含雪
芸ち
栴よ
=ゴる
性
をこ二
単J工
断蚕-，、、J
Jミ

きこ
基の
準点
をか
「ら
健す
全れ

な
社
会
通
念
」
に
お
か
れ
て
い
る
も
の
の
如
く
で
あ
り
、
行
為
の
正
当
性
が

コ
般
的
・
類
型
的
に
明
白
で
疑
い
な
い
場
合
」
に
限
っ
て
社
会
的
相
当
行

為
の
理
論
を
援
用
し
構
成
要
件
該
当
性
阻
却
を
論
じ
ら
れ
て
い
た
従
来
の
所

論
と
は
、
そ
の
間
に
、
若
干
の
隔
た
り
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
な
い
で
も
な
い
Q

だ
が
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
「
社
会
通
念
」
と
い
う
基
準
が
「
法
律
制
度

の
精
神
」
と
か
「
社
会
倫
理
的
に
高
度
に
非
難
す
べ
き
良
俗
違
反
性
」
な
ど

と
並
ん
で
争
議
行
為
の
正
当
性
判
断
(
違
法
性
判
断
)
の
究
極
の
基
準
と
し

て
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
に

関
し
て
、
著
者
は
、
そ
の
違
法
性
論
を
展
開
す
る
に
当
っ
て
、
「
こ
れ
ら
の
基

準
は
、
法
秩
序
全
般
に
通
じ
る
基
準
で
」
あ
り
、
「
市
民
法
秩
序
に
お
け
る
違

法
性
判
断
の
究
極
の
基
準
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
」
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
右

の
基
準
を
容
易
に
持
ち
だ
す
と
き
は
、
市
民
法
的
意
識
だ
け
に
よ
り
違
法
性

の
判
断
を
加
え
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
」
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
こ
う

-242ー

し
た
「
基
準
に
照
し
て
違
法
性
の
判
断
を
下
す
に
当
つ
て
は
、
争
議
行
為
等

の
団
体
行
動
が
市
民
法
体
系
に
対
し
て
持
つ
特
異
性
に
留
意
し
、
市
民
法
体

系
と
労
的
法
体
系
と
の
綜
合
と
し
て
の
法
秩
序
「
全
般
」
か
ら
の
評
価
判
断

で
あ
る
こ
と
を
特
に
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
」
こ
と
、
し
か
し
、
た
、
だ
単
に

意
識
だ
け
に
委
ね
る
こ
と
で
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
「
社
会
通
念
等
の
基
準

を
争
議
行
為
等
の
特
異
性
に
即
応
す
る
形
に
改
変
す
る
こ
と
が
、
更
に
進
ん

だ
積
極
的
な
態
度
と
し
て
要
請
さ
れ
る
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
わ
け
で
あ

る
(
ニ
に
お
い
て
紹
介
し
た
と
こ
ろ
を
参
照
二
要
す
る
に
、
構
成
要
件
該
当

性
の
面
で
問
題
と
さ
れ
る
社
会
相
当
性
、
し
た
が
っ
て
社
会
通
念
と
い
う
基

準
は
、
従
来
違
法
性
阻
却
説
に
お
い
て
正
当
性
判
断
の
基
準
と
さ
れ
て
き
た

も
の
と
何
ら
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
社
会
通
念
そ
の
も
の
が
、
か

な
り
漠
然
と
し
た
抽
象
的
な
概
念
で
あ
り
、
無
限
定
的
な
内
容
を
も
っ
と
さ

え
い
い
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
と
れ
を
基
準
と
し
て
争
議
行
為

の
社
会
的
相
当
性
、
構
成
要
件
該
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
相
反

す
る
こ
つ
の
極
端
に
分
裂
す
る
可
能
性
を
蔵
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
か
く
し
て
、
「
社
会
通
念
」
を
基
準
と
し
て
判
断
す
る
限
り
、
問

題
を
構
成
要
件
該
当
性
の
段
階
で
処
理
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
違
法
性
阻

却
の
面
で
処
理
す
る
場
合
と
全
《
同
様
に
、
「
法
的
安
定
性
の
維
持
」
は
望
ま

れ
え
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
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